
ま つ お 新 聞

先
日
見
た
情
報

番
組
で
、
女
性
か

ら
の
「
自
立
し
た

と
き
実
家
に
残
し

て
き
た
物
を
母
親

に
勝
手
に
処
分
さ

れ
て
悲
し
か
っ
た
」と
い
う
メ
ー

ル
に
つ
い
て
討
論
し
て
い
た
。
そ

の
や
り
取
り
の
中
で
の
「
家
を

出
た
時
点
で
実
家
に
あ
る
物
は

自
分
の
物
で
は
な
く
な
る
。
欲

し
か
っ
た
ら
持
っ
て
出
る
べ
き
。

い
つ
ま
で
親
に
甘
え
て
い
る
ん

だ
」
と
い
う
言
葉
が
私
の
胸
に

残
っ
た
▼
私
の
母
は
、
実
家
の

片
づ
け
の
話
を
す
る
と
「
私
が

死
ん
だ
ら
い
く
ら
で
も
捨
て
て

い
い
。
そ
れ
ま
で
は
一
つ
も
片

づ
け
な
い
」
が
口
癖
で
、
私
た

ち
姉
弟
を
悩
ま
せ
る
。
嫁
ぐ
前

に
私
が
整
理
し
捨
て
よ
う
と
ま

と
め
た
物
を
ま
た
タ
ン
ス
や
棚

に
戻
し
、
３０
年
以
上
た
っ
て
も

「
ま
だ
着
ら
れ
る
よ
」
と
服
を

出
し
て
く
る
母
は
な
か
な
か
の

強
者
で
、
説
得
す
る
こ
と
は
難

し
い
▼
「
い
つ
か
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
」「
も
っ
た
い

な
い
」
と
い
う
母
の
気
持
ち
も

大
切
に
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

で
い
い
か
ら
断
捨
離
で
き
な
い

も
の
か
。
必
要
な
物
が
す
ぐ
見

つ
か
る
よ
う
に
、
ま
た
将
来
、

車
イ
ス
が
必
要
に
な
っ
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
通
る
こ
と
が
で
き
る

廊
下
に
な
る
よ
う
に
整
理
し
た

い
が
、
ま
ず
は
母
が
戻
し
た
私

の
物
の
片
づ
け
か
ら
始
め
よ
う

と
思
う
。
弟
夫
婦
と
協
力
し
て
、

母
と
穏
や
か
に
話
を
し
て
説
得

し
て
い
き
た
い
。
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世帯数５，０２７世帯

５月末現在

男子６，２１０人

女子６，８８２人

計１３，０９２人

敢 平成２９年７月１日

圧
倒
さ
れ
た
が
、
温
か
い
雰
囲

気
で
迎
え
て
く
れ
、
楽
し
い
夜

を
あ
り
が
と
う
」
と
話
し
、「
中

学
生
は
よ
く
吹
け
て
い
る
し
、

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
な
の
で
こ
っ

ち
が
緊
張
し
た
」
と
付
け
加
え

今
年
４
月
の
市
役
所
人
事
異

動
に
よ
り
、
新
し
く
４
人
が
着

任
し
ま
し
た
。

〈
転
入
〉

○
出
納
・
証
明
担
当

篠
田

健
治
郎

○
厚
生
担
当

中
島

李
野

○
保
健
師

佐
々
木
寛
子

○
公
民
館
主
事

代
田

祐
樹

〈
転
出
〉

○
出
納
・
証
明
担
当上

倉
健
太
郎

（
上
郷
公
民
館
）

○
厚
生
担
当

北
原

利
子

（
退
職
）

○
保
健
師

西
尾

裕
子

（
退
職
）

○
公
民
館
主
事

下
岡

祥
平

（
企
画
課
）

進
め
て
き
た
。
当
日
は
実
行
委

員
が
午
後
１
時
か
ら
会
場
の
設

営
な
ど
に
当
た
っ
た
。
プ
ロ
の

演
奏
を
生
で
聴
け
る
滅
多
に
な

い
機
会
と
あ
っ
て
、
開
場
前
か

ら
１
０
０
人
を
超
す
列
が
で
き
、

６
時
に
開
場
す
る
や
、
用
意
し

た
椅
子
席
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ

た
。コ

ン
サ
ー
ト
は
緑
ヶ
丘
中
学

校
合
唱
部
と
吹
奏
楽
部
の
歓
迎

演
奏
で
幕
を
開
け
た
。
勝
野
館

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
名

フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
が
本
格
的
な

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
を
披
露
。
聴

衆
は
甘
や
か
な
音
色
と
絶
妙
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
う
っ
と
り
と
聴

き
惚
れ
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
や
松
田
聖
子
な
ど
馴
染
み

の
曲
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
自
然
と
手
拍
子
が
沸
き
起

こ
っ
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ

ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
チ
ュ
ー

バ
の
各
楽
器
紹
介
で
は
メ
ン
バ
ー

が
愉
快
な
ト
ー
ク
を
織
り
交
ぜ

聴
衆
を
笑
わ
せ
る
場
面
も
。
最

後
は
吹
奏
楽
部
と
合
同
で
「
情

熱
大
陸
」
を
演
奏
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ

た
。コ

ン
サ
ー
ト
終

了
後
は
、
公
民
館

に
懇
親
会
の
場
を

設
け
、
名
フ
ィ
ル

の
５
人
と
実
行
委

員
ら
が
交
流
し
た
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

井
上
圭
さ
ん
は「
広

い
体
育
館
に
面
食

ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
史
上
一
二
を
争

う
人
数
の
多
さ
に

寄
寄

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治
振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ

自
治
振
興
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーー
職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員
のののののののののの
異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動

職
員
の
異
動

「オーケストラと友に音楽祭コミュニティーコンサートin松尾」は５月５日、緑ヶ丘中学校体育館を

会場に開催された。名古屋フィルハーモニー交響楽団メンバーによる金管五重奏が、来場者とスタッフ

と合わせて６００人近い聴衆を魅了した。

た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
も
「
美
術

部
員
の
飾
り
付
け
た
舞
台
が
嬉

し
か
っ
た
」「
飯
田
の
方
の
お

も
て
な
し
が
演
奏
の
パ
ワ
ー
に

な
る
」
と
口
に
し
て
い
た
。

こ
の
企
画
は
、
地
域
の
子
供

た
ち
が
活
躍
す
る
場
を
作
り
、

そ
れ
を
地
域
住
民
が
支
え
る
こ

と
で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
地

域
の
一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る
場

に
し
た
い
と
の
思
い
を
込
め
た

も
の
。
合
唱
部
や
吹
奏
楽
部
だ

け
で
な
く
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
作
り
や
ス
テ
ー
ジ
の
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
ア
ー
ト
制
作
で
緑
中

美
術
部
も
参
加
、
松
尾
の
芸
術

文
化
の
醸
成
を
図
る
目
的
も
達

成
で
き
た
。
ま
た
、
来
場
者
か

ら
「
駐
車
場
係
の
誘
導
が
適
切

で
感
謝
し
て
い
る
」
と
の
声
も

聞
か
れ
た
。

松
尾
公
民
館
で
は
約
７０
人
か

ら
成
る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を

名
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
と
中
学
生
が
コ
ラ
ボ

会
場
が
一
体
に

名
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
と
中
学
生
が
コ
ラ
ボ

会
場
が
一
体
に
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平成29年度 松尾公民平成29年度 松尾公民館館

公
民
館
は
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
で

定
め
ら
れ
た
生
涯
の
学
び
と
教
育
を
国

民
に
保
障
す
る
社
会
教
育
機
関
で
す
。

松
尾
公
民
館
は
長
野
県
で
も
最
初
に
設

立
さ
れ
た
公
民
館
の
一
つ
で
あ
り
、
飯

田
市
の
第
１
号
公
民
館
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
組
織
の
中
で
、

公
民
館
は
学
習
や
交
流
を
通
じ
て
の
人

づ
く
り
や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
実

践
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
公
民

館
と
し
て
の
「
役
割
」
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ののののののののののののののののののののの目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目松尾公民館活動の目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
「地域に開かれ学びあう公民館」

・地域課題をともに学びあう

・地域の文化・体育振興、広報に努める

・地域に根ざした活動をめざす

・各事業を通じて地域の盛り上げを図
りひいては地域の人材を育成する

◎
公
民
館
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

◎
分
館
役
員
研
修
会
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
中
で

の
公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ

◎
本
館
委
嘱
委
員
研
修
会
を
行
い
本
館
委
嘱
委
員
の
役
割
に

つ
い
て
学
び
、
各
委
員
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

◎
公
民
館
事
業
へ
の
協
力
と
し
て
、
地
区
内
に
あ
る
遊
休
農

地
を
利
用
し
、農
作
物
の
栽
培
、収
穫
、加
工
等
を
通
じ
て

地
域
交
流
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
食
物
の
大
切
さ
を
学
ぶ

今
年
度
の
事
業
計
画

☆今年度も味噌作り講座を行います。

申し込みは公民館へどうぞ！

◎
公
民
館
役
員
〈
指
導
者
〉
対
象
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

講
習
会

◎
分
館
対
抗
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

◎
松
尾
地
区
市
民
運
動
会

◎
分
館
対
抗
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会

◎
緑
ヶ
丘
中
学
校
区
体
育
委
員
交
流
会

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
主
催
）

◎
緑
ヶ
丘
中
学
校
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
企
画
応
急

処
置
講
習
会

☆
飯
田
市
公
民
館
事
業

飯
田
市
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
団
体
事
業

松
尾
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
前
期
・
後
期
大
会

今
年
度
の
事
業
計
画

☆各種大会へのご参加をお待ちしています。

◎
ま
つ
お
新
聞
２
３
９
号
発
行
（
７
月
１
日
）

◎
ま
つ
お
新
聞
２
４
０
号
発
行
（
１０
月
１
日
）

◎
ま
つ
お
新
聞
２
４
１
号
発
行
（
１
月
１
日
）

◎
ま
つ
お
新
聞
２
４
２
号
発
行
（
３
月
３１
日
）

今
年
度
の
事
業
計
画

☆地域の情報をお待ちしています。

☆文化祭広報委員会企画もお楽しみに！

◎
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
機
会
と
し
て

「
親
子
映
画
鑑
賞
会
」
を
開
催

◎「
飯
田
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」（
８
月
１
日
～
６
日
）

◎
「
お
手
軽
カ
メ
ラ
で
写
真
展
」

◎
「
文
化
祭
」（
２
月
３
日
・
４
日
）

◎「
松
尾
地
区
成
人
式
」
（
１
月
７
日
）

◎
舞
踊
、
民
踊
な
ど
踊
り
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に「
松
尾
踊
っ
て
み
よ
う
会
」開
催

今
年
度
の
事
業
計
画

今
年
も
募
集
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、携
帯
電
話
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
で
気
軽
に
撮
影
し
、
公
民
館
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。
文
化
祭
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
が
見
つ
け
た
「
松
尾
の
百
景
」
を
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
奇
跡
の
一
枚
か
ら
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い

風
景
ま
で
、
写
真
で
写
し
て
み
る
と
違
っ
た
景
色
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

松
尾
で
撮
っ
た
も
の
な
ら
、
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
詳

し
い
応
募
内
容
は
、次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
か
ら
、

写
真
撮
影
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆「
お
手
軽
カ
メ
ラ
で
写
真
展
」

の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ
「
松
尾
百
景
」

総務企画委員会 体育委員会

広報委員会

文化委員会

平成２８年度文化委員会事業「松尾音楽会」



ま つ お 新 聞桓 平成２９年７月１日 第 ２３９ 号

公
民
館
の
主
な
行
事
予
定

（
７
月
～
８
月
）

【
７
月
】

１
日（
土
）
親
子
映
画
鑑
賞
会

１５
日（
土
）
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

体
験
教
室

【
８
月
】

１
日（
火
）～
６
日（
日
）

い
い
だ
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

平成２９年度 公民館役員名簿

広報委員体育委員文化委員分館主事副分館長副分館長分館長

井口 圭一飯島 克之佐藤 紀子小池 和浩澤口 孝子福島 衛塩澤 廣明上 溝

木下 和子有川 義人松枝 弘晃金澤 志保萩本 政文丸山 正敏久 井

桜井 弘幸井口 成次池田富美秋近藤 隆彦小室 峯雄水 城

吉森 良春木下孝一郎市場 広志牛草 和晴代田 恵子桂 稔新 井

◯酒井祐幸清水健一郎小林 正臣鋤柄 智啓木下 晴司鋤柄 全寺 所

有賀 功治鎌倉 康長久保正広原田 正美田中 博文平井 秀夫近松志津夫明

平栗 隆夫宮澤 浩二嶋崎 文男代田 孝一藤本 泰夫清 水

鴬巣 宏臣今村 康治塩沢 佳一熊谷 裕司恩田 完仁熊谷 英大村沢 敏夫城

中島 敏夫小池 健司和地 治男村松 敏孝澤口 千明成瀬 敏憲森山 広人八幡町

森 敬子松村 直樹熊谷 彰平栗 理加藤 潔代 田

小室 晃一飯ヶ浜安司川手 鉄男吉澤 忠利清水 豊高橋 雅臣毛 賀

澤田 正史正木 孝広平澤 道雄山本 眞二島崎 博幸常盤台

館 長 委 嘱

北原季意子酒井 和久三浦 智生○塩澤りゑ子○多田井 清◎熊谷 吏花文 化

藤本 亮直仲村久美子小澤由美子○浅井 晃○松倉 進一◎森下 廣一体 育

代田 和信伊藤 秀夫平澤 淑子平栗 猛金澤 志保○木下 知代◎松原 倫子広 報

福島由美子○池田 稔梨○伊藤 俊光◎平澤 勇治総 務

企 画 今井 守洋宮下 伸一片桐 眞樹早川 雅司

◎委員長 ○副委員長前川 正博錫木美智代竹下 広志田中 利治スポーツ推進委員

こ
の
度
、
分
館
長
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
寺

所
区
の
鋤
柄
で
す
。

松
尾
公
民
館
は
長
野
県
で
も

最
初
に
設
立
さ
れ
、
飯
田
市
の

第
１
号
公
民
館
で
、
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
目
標
「
地
域

に
開
か
れ
学
び
あ

う
公
民
館
」
に
少

し
で
も
貢
献
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

勝
野
館
長
が
、

公
民
館
活
動
の
一

番
大
事
な
こ
と
は

「
地
域
内
や
地
域

同
士
の
交
流
を
図

る
こ
と
」
と
、
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
身

の
地
域
内
の
交
流

が
出
来
る
よ
う
、

分
館
員
及
び
地
区

役
員
や
各
種
団
体

に
も
協
力
を
お
願
い
し
、
分
館

行
事
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
松
尾
地
区
で
は
新
た
に

転
入
す
る
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の
方
々

に
も
公
民
館
活
動
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
、
地
域
が
活
性
化
す

る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
方
に
も
、
積

極
的
に
公
民
館
活
動
に
参
加
し

て
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
し
ど
り
夫
婦
の
制
作
上
演

毛
賀
区
の
清
水
豊
さ
ん
と
妻

の
富
子
さ
ん
は
、
紙
芝
居
「
大

願
寺
と
南
山
一
揆
」
を
制
作
し
、

飯
田
下
伊
那
各
地
で
上
演
し
て

い
る
。

こ
の
南
山
一
揆
は
江
戸
時
代

の
末
に
南
山
郷
（
現
在
の
龍

江
・
千
代
・
上
久
堅
と
泰
阜
の

一
部
）の
農
民
１
６
１
６
人
が
、

年
貢
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
決

起
し
、
犠
牲
者
を
一
人
も
出
さ

ず
に
成
功
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。

清
水
さ
ん
が
紙
芝

居
を
作
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
２

年
前
、龍
江
の
大
願

寺
檀
家
総
会
の
折

に
「
南
山
一
揆
の
紙

芝
居
を
作
り
た
い
」

と
聞
い
た
か
ら
だ
。

当
時
の
大
願
寺

は
、
一
揆
の
相
談

を
す
る
場
所
と
な
っ

て
お
り
、南
山
一
揆

の
記
念
碑
が
あ
る
。

清
水
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
一
揆

に
関
心
が
あ
り
、一
念
発
起
。
２

人
で
１
年
か
け
て
制
作
し
た
。

清
水
さ
ん
は
、「
南
山
一
揆
と

松
尾
の
地
は
深
い
縁
が
あ
る
。
代

官
所
に
向
か
っ
た
百
姓
衆
が
八

幡
原
に
足
止
め
さ
れ
、
疲
れ
や

空
腹
、
寒
さ
で
震
え
て
い
た
。

そ
の
時
、
毛
賀
・
島
田
村
の
百

姓
衆
や
八
幡
の
商
人
が
、
薪
や

藁
、
温
か
い
お
粥
を
差
し
入
れ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
寒
い
夜
を

過
ご
せ
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
が

一
揆
の
成
功
に
一
役
か
っ
た
の

で
は
」
と
語
る
。

紙
芝
居
の
上
演
は
、
富
子
さ

ん
が
表
現
力
豊
か
に
方
言
交
じ

り
で
語
り
、
豊
さ
ん
が
拍
子
木

と
呼
び
声
を
入
れ
る
。
夫
婦
の

息
の
合
っ
た
雰
囲
気
作
り
に
、

評
判
も
上
々
だ
。

紙
芝
居
の
依
頼
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、

清
水
豊
さ
ん（
０
９
０−

８
３
２
９−

６
４
８
０
）

ま
で

分
館
役
員
会
会
長

鋤
柄

全
あ
き
ら

５
月
１４
日
松
尾
小
学
校
で
松

尾
公
民
館
体
育
委
員
会
主
催
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
が
行

わ
れ
、
松
尾
地
区
の
各
分
館
か

ら
代
表
者
が
参
加
し
、
キ
ン
ボ
ー

ル
と
今
年
度
か
ら
の
新
種
目
の

ガ
ラ
ッ
キ
ー
・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

の
３
種
目
を
受
講
し
た
。
参
加

者
は
、
各
競
技
に
分
か
れ
ゲ
ー

ム
の
流
れ
や
ル
ー
ル
の
説
明
を

受
け
、
続
い
て
実
際
に
競
技
体

験
を
し
た
。

６
月
１８
日
に
は
分
館
対
抗

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
り
、

競
技
に
あ
る
キ
ン
ボ
ー
ル
の
講

習
で
は
、
参
加
者
は
質
問
を
し

た
り
作
戦
を
練
っ
た
り
、
真
剣

な
表
情
で
講
習
を
受
け
て
い
た
。

新
種
目
の
ガ
ラ
ッ
キ
ー
は
、

ロ
シ
ア
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民

族
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
、
ダ
ー
マ
と
呼
ぶ
円
錐
形

の
ボ
ー
ル
を
目
標
に
向
け
て
投

げ
る
対
戦
型
陣
取
り
ゲ
ー
ム
、

ダ
ー
マ
の
予
想
外
の
動
き
に
笑

い
や
歓
声
が
起
こ
る
愉
快
な
ス

ポ
ー
ツ
だ
。
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

は
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
が
、
親
子
３
世
代
に
わ
た
っ

て
家
族
で
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と
し
て
開
発
し

た
。
ヒ
モ
で
つ
な
が
っ
て
い
る

２
個
の
ボ
ー
ル
を
ラ
ダ
ー
（
ハ

シ
ゴ
）に
向
か
っ
て
投
げ
、ボ
ー

ル
が
ラ
ダ
ー
に
引
っ
掛
か
る
と

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
的
当
て
ゲ
ー

ム
。
こ
の
日
の
参
加
者
も
熱
中

し
、楽
し
ん
で
い
た
。

飯
田
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
で
は
、「
公

民
館
が
核
と
な
っ

て
、
地
域
住
民
の
交

流
と
一
体
感
・
活
力

の
醸
成
の
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
図
る
」と

し
て
い
る
。講
習
会

最
後
の
総
評
で
、
勝

野
館
長
は
「
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
で

ニュースポーツ講習会ニュースポーツ講習会

新種目ガラッキー と

ラダーゲッター
体 験

各地区分館長

庵
庵

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

松尾図書館
（公民館２階）

開館日 水曜午後１～５時

土曜午前１０～午後５時

日曜午後１～５時

本のリクエストも受けつけています。

松
尾
地
区
各
分
館
で
の
交
流
活

性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
分
館

同
士
の
交
流
に
も
大
い
に
つ
な

が
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
結
ん

だ
。

いくつ囲んだかな？

６
月
１４
日
、
松
尾
公
民
館
で

松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
ス
タ
ッ
フ
会

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
サ
イ

エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
催
に
先

立
ち
、
子
供
た
ち
が
安
全
に
科

学
の
実
験
や
製
作
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に

行
う
も
の
だ
。

今
回
は
、
圧
力
を
使
っ
た
サ どのくらい飛ぶかな？

＊
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

６
月
１８
日

松
尾
地
区
分
館

対
抗
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

行
わ
れ
、小
学
校
で
は
体
育
館
で

キ
ン
ボ
ー
ル
、校
庭
で
ペ
タ
ン
ク
、

公
民
館
ホ
ー
ル
で
は
囲
碁
ボ
ー

ル
が
行
わ
れ
た
。

＊
分
館
役
員
研
修
会

６
月
２３
日

松
尾
公
民
館
で

分
館
役
員
研
修
会
が
行
わ
れ
、飯

田
市
公
民
館
副
館
長
の
松
下
徹

さ
ん
が
、講
演
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く

サ
イ
エ
ン
ス
！

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
よ
く
飛
ぶ

紙
飛
行
機
を
体
験
す
る
。
空
気

の
圧
力
は
、一
つ
間
違
え
れ
ば
事

故
に
つ
な
が
る
し
、紙
飛
行
機
は

子
供
た
ち
が
飛
ば
す
の
に
夢
中

に
な
り
衝
突
の
危
険
が
あ
る
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
や
製
作

物
の
作
り
方
な
ど
を
確
認
し
た
。
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平
成
２９
年
度
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
第
１
回
総
会
が
、
５
月

２９

１１
日
松
尾
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
は
じ
め
に
、
各
部
の
平
成
２８
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
平
成

２９
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
が
各
部
長
か
ら
読
み
上
げ
ら
れ
、
す
べ
て
の
議
案
は
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、「
松
尾
地
区
基
本
構
想
・
や
ら
ま
い
か
松
尾
」
の
改
訂
を
検
討
す
る
松
尾
地
区

基
本
構
想
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
が
新
た
に
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の

重
要
課
題
な
ど
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
、
専
門
的
・
集
中
的
に
検
討
を
行
う
た
め
に
、
総
会
の

議
決
に
よ
り
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
会
で
あ
る
。

５
月
１１
日
に
今
年
度
第
１
回

の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
と
、

今
年
度
事
業
に
つ
い
て
原
案
通

り
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
例
年
通
り
の
事
業

の
ほ
か
、
新
た
に
健
康
福
祉
部

事
業
で
「
介
護
予
防
へ
の
支
援

活
動
」
と
し
て
介
護
予
防
教
室

卒
業
者
を
対
象
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
教
室
を
月
２
回
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
対
象
者
に
は

個
別
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
、

送
迎
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
公
民

館
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、「
松
尾
地
区
基
本
構

想
特
別
委
員
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１４
年
度
に
策
定
さ
れ
た

「
松
尾
地
区
基
本
構
想
・
や
ら
ま

い
か
松
尾
」
は
、
平
成
３４
年
ま

で
２０
年
間
の
長
期
構
想
で
、
そ

の
検
証
、
反
省
を
踏
ま
え
今
後

に
つ
い
て
現
状
に
即
し
て
専
門

的
か
つ
集
中
的
に
見
直
し
・
検

討
を
行
う
た
め
設
置
す
る
も
の

で
す
。
委
員
の
構
成
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
推
進
会
議
な
ど

で
、
議
論
し
て
い
き
ま
す
が
、

地
域
の
皆
様
方
に
も
委
員
と
し

て
ご
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す

の
で
、
宜
し
く
ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
化
・
高
齢
化
が
急
激
に
進
行
し
、
日
本
全
体
が
人
口

減
少
時
代
に
突
入
す
る
中
に
あ
り
、
松
尾
地
区
は
先
人
の
努

力
に
よ
り
、
飯
田
市
内
で
も
有
数
の
暮
ら
し
や
す
い
地
区
と

し
て
発
展
し
、
活
気
あ
る
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

松
尾
地
区
に
お
い
て
も
、リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
て
行
動
す

る
重
要
な
時
期
で
あ
り
、個
性
的
で
存
在
感
が
あ
り
、
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
思
い
を
込
め
て
次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
る
。

◎
み
ん
な
が
心
と
力
を
合
わ
せ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

・
多
様
な
主
体
が
連
携
協
力
し
た
事
業
の
実
施

・
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚

・
元
気
の
出
る
取
り
組
み
の
推
進

◎
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
内
水
排
除
対
策
や
防
災
対
策
の
強
化

・
土
地
利
用
計
画
及
び
道
路
整
備
計
画
の
検
討

・
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

◎
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・「
松
尾
の
子
ど
も
は
松
尾
で
育
て
る
」
教
育
支
援
の
推
進

・
あ
い
さ
つ
・
み
ま
も
り
運
動
の
推
進

・「
生
涯
現
役
」
健
康
福
祉
事
業
の
推
進

平成２９年度 推進会議 役員

地 区氏 名備 考役 職 名

毛 賀小木曽博人会 長

代 田宮澤 直人副会長

水 城塩澤 良明地域振興部長兼水城区長副会長（会計）

水 城勝野 薫公民館育成部長公民館長

八幡町三浦 隆夫総務部長

上 溝桐生美枝子総務部副部長

新 井濱島 慶子総務部副部長

新 井松長 邦博生活安全部長

上 溝鈴木 幹夫交通安全部長

上 溝池沼 良明環境衛生部長

代 田米山壽美人健康福祉部長

代 田松澤 秀明青少年健全育成会長

久 井中山 明基本構想特別委員長

上 溝菅沼 隆上溝区長地域振興部

久 井片桐 善治久井区長地域振興部副部長

新 井今村 祥治新井区長地域振興部

寺 所松島 清寺所区長地域振興部

明澤井 信行明区長地域振興部

清 水折金 良一清水区長地域振興部

城奥田 利信城区長地域振興部

八幡町玉置 茂樹八幡町区長地域振興部

代 田髙野 清嗣代田区長地域振興部

毛 賀三ツ石哲郎毛賀区長地域振興部

常盤台大谷 榮造常盤台区長地域振興部副部長

明齊藤 徹総務部財産区管理委員長

八幡町村松まり子市議会議員相談役

毛 賀木下 徳康市議会議員相談役

常盤台長野 善光消防団第５分団長特別推進員

明後藤多世子日赤奉仕団松尾分団長特別推進員

毛 賀佐々木 尚松尾地区民生児童委員協議会長特別推進員

【
重
点
事
項
】

①
鳩
ケ
嶺
八
幡
宮
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業

②
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
保
全

総
務
部

生
活
安
全
部

交
通
安
全
部

【
重
点
事
項
】

①
防
災
活
動

②
防
犯
活
動
・
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
活
動

【
活
動
計
画
】

①
防
災
活
動

防
災
講
習
会

②
防
火
活
動

防
火
対
策
事
業

③
防
犯
活
動

防
犯
対
策
事

業
、防
犯
灯
維
持
管
理
事
業
、

地
域
安
全
大
会

④
そ
の
他

啓
発
活
動
、消
防
機

関
及
び
警
察
機
関
等
へ
の
協
力

【
活
動
計
画
】

①
鳩
ケ
嶺
八
幡
宮
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業
の
実
施

②
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
保
全
管

理
活
動（
４
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ル
や
保
全
方
法
の
検
討
）

③
松
尾
地
区
財
産
区
有
林
の
管
理

④
区
と
連
携
し
た
あ
い
さ
つ
・

と
２
５
６
号
交
差
点
に
起
因

す
る
渋
滞
解
消
対
策
、
産
業

道
路
（
市
道
１−

５３
号
線
）

を
活
用
し
た
広
域
道
路
網
の

検
討
、
国
道
２
５
６
号
歩
道

改
良
及
び
安
全
対
策
の
促
進
、

県
道
新
井
伊
那
八
幡
（
停
）

線
「
み
さ
と
や
交
差
点
」
の

改
良
促
進

②
内
水
排
除
対
策
の
推
進

排

水
ポ
ン
プ
稼
働
訓
練
（
年
２

回
）、
地
区
内
水
路
・
雨
水

渠
・
非
常
排
水
路
等
の
視
察
、

内
水
排
除
対
策
の
推
進

③
空
き
家
対
策
の
推
進

空
き
家
の
実
態
調
査
及
び
対

策
を
検
討

④
組
合
未
加
入
者
の
加
入
促
進

機
会
を
捉
え
た
加
入
推
進
活

動
の
実
施
、
自
治
活
動
組
織

の
加
入
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
等
の
活
用

⑤
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

各
区
の
情
報
交
換
、
連
携
し

た
地
域
づ
く
り
、
あ
い
さ

つ
・
み
ま
も
り
運
動
へ
の
参

画
、
各
部
と
の
連
携
の
推
進
、

産
業
団
体
（
商
工
団
体
、
農

業
団
体
）
ま
ち
づ
く
り
協
力

【
重
点
事
項
】

①
交
通
安
全
の
推
進
の
た
め
の

啓
発
や
活
動

【
活
動
計
画
】

①
交
通
安
全
の
推
進
の
た
め
の

啓
発
や
活
動

交
通
安
全
期

間
中
の
広
告
活
動
等
に
実
施
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
装
着

率
向
上
活
動
、
歩
行
環
境
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
活
用
に
よ

る
啓
発
活
動
、
地
域
安
全
大

会
、
交
通
安
全
ミ
ニ
教
室

②
飯
伊
交
通
安
全
協
会
等
の
活
動

③
交
通
安
全
施
設
の
設
置
、
修

繕
、
交
通
規
制
要
望
及
び
維

持
管
理

④
交
通
安
全
全
般

平
成
29
年
度

重
点
事
項
・
活
動
計
画

ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
りり
委
員
会

委
員
会（
本
会
）

（
本
会
）

地
域
振
興
部

団
体
と
の
懇
談
や
情
報
交
換

⑥
そ
の
他

自
主
防
災
組
織
の

強
化
と
防
災
備
品
の
共
同
購

入
の
推
進
、
各
区
組
織
の
見

直
し
や
各
区
役
員
の
あ
り
方

検
討
ほ
か

新
た
な
取
り
組
み
も
！

新
た
な
取
り
組
み
も
！

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
開
催

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
開
催

小小小小小小小小小小
木木木木木木木木木木
曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽
会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長
ああああああああああ
いいいいいいいいいい
ささささささささささ

小
木
曽
会
長
あ
い
さ
つつつつつつつつつつつ

【
重
点
事
項
】

①
国
道
１
５
１
号
線
の
渋
滞
解

消
の
促
進

②
産
業
道
路
（
市
道
１−

５３
号

線
）
を
活
用
し
た
広
域
道
路

網
の
検
討

③
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
保
全

④
内
水
排
除
対
策
・
防
災
対
策

の
確
立

⑤
松
尾
地
区
基
本
構
想
の
改
訂

に
向
け
た
検
討

【
活
動
計
画
】

①
総
会

年
２
回
開
催

②
企
画
会
議

毎
月
７
日
開
催

③
推
進
会
議

毎
月
２０
日
開
催

④
本
会
事
業

飯
田
建
設
事
務

所
等
の
懇
談
会
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
や
ら

ま
い
か
松
尾
ま
ち
づ
く
り
活

動
助
成
事
業
、
松
尾
地
区
基

本
構
想
の
改
訂
に
向
け
た
検

討
⑤
そ
の
他

研
修
事
業
、
飯
田

市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
連
絡

会
へ
の
参
加
、
近
隣
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
代
表
会
議
へ
の

参
加
、
各
種
団
体
事
業
へ
の

参
画
及
び
助
成

【
重
点
事
項
】

①
道
路
・
水
路
等
の
改
良
補
修

の
促
進

②
内
水
排
除
対
策
の
推
進

③
空
き
家
対
策
の
推
進

④
組
合
未
加
入
者
の
加
入
促
進

⑤
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

【
活
動
計
画
】

①
道
路
・
水
路
等
の
改
良
補
修

の
促
進

松
尾
地
区
重
点
箇

所
に
つ
い
て
市
・
県
へ
の
要

望
、
市
担
当
部
局
と
の
懇
談

会
の
開
催
、
国
道
１
５
１
号

み
ま
も
り
運
動
の
実
施

⑤
地
域
行
事
の
企
画
・
立
案

⑥
そ
の
他

情
報
共
有
の
た
め

に
定
期
的
な
部
会
の
開
催
、

研
修
等
の
実
施
ほ
か

松川ダム放流施設視察

平成２９年７月１日 第 ２３９ 号 棺

松尾地区地域安全大会

平成２９年度第１回総会



ま つ お 新 聞款 平成２９年７月１日 第 ２３９ 号

環
境
衛
生
部

健
康
福
祉
部

公
民
館
育
成
部

【
重
点
事
項
】

◆
公
民
館
◆

①
住
民
交
流
の
場
で
あ
る
分
館

活
動
の
サ
ポ
ー
ト

②
松
尾
の
地
域
課
題
や
生
活
課

題
を
学
ぶ「
松
尾
セ
ミ
ナ
ー
」

の
充
実

③
松
尾
地
区
の
文
化
・
体
育
・

広
報
活
動
の
さ
ら
な
る
振
興

④
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
中
で

公
民
館
が
果
た
す
役
割
と
し

て
の
学
習
と
実
践

⑤
各
種
団
体
と
の
交
流
・
連

携
・
支
援

◆
育
成
会
◆

◎
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
健

や
か
で
、
人
情
豊
か
な
青
少

年
の
育
成

①
子
供
た
ち
を
健
全
に
育
て
る

た
め
の
活
動
の
場
の
提
供

②
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
（
小

学
生
を
中
心
に
）

③
関
係
機
関
団
体
と
の
連
携
・

協
力

【
活
動
計
画
】

◆
育
成
会
◆

①
松
尾
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

等
の
育
成
及
び
活
動
支
援
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
地
区
活
動
へ

の
協
力
、「
松
尾
の
子
ど
も

は
松
尾
で
育
て
る
」
意
見
交

換
会
の
実
施

②
行
事
部

育
成
会
主
催
の
文

化
的
・
体
育
的
行
事
の
実
施
、

松
尾
地
区
文
化
祭

③
教
養
部

あ
い
さ
つ
運
動
の

推
進
、
松
ぼ
っ
く
り
の
池
の

管
理
、
本
会
会
計

④
広
報
部
「
育
成
会
便
り
」
の

発
行

※
公
民
館
の
活
動
計
画
は
本
紙
２
・

３
面
に

境
と
優
し
さ
の
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地

域
福
祉
及
び
地
域
住
民
の
健

康
の
増
進
を
図
る

②
地
域
に
お
け
る
福
祉
健
康
活

動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た

め
、
研
修
会
等
の
開
催
を
通

じ
て
、
資
質
の
向
上
に
取
り

組
む

【
活
動
計
画
】

①
社
会
福
祉
委
員
会

ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
や
敬
老
福
祉
事
業
、

見
守
り
活
動
、一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
や

高
齢
者
の
た
め
の
料
理
教
室
、

在
宅
介
護
者
元
気
回
復
事

業
、介
護
予
防
教
室
卒
業
者

を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
事
業
、移
送
サ
ー
ビ
ス
事

業
、松
尾
地
区
の
社
会
福
祉
に

寄
与
す
る
た
め
、社
会
福
祉
団

体
等
へ
の
協
力
支
援
、赤
い
羽

根
共
同
募
金
事
業
へ
の
協

力
、委
員
の
研
修
会
実
施
ほ
か

②
保
健
推
進
員
会

健
康
講
演

【
重
点
事
項
】

①
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
徹

底
、
廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ

イ
ク
ル

②
環
境
美
化

③
河
川
浄
化

④
公
害
防
止

【
活
動
計
画
】

①
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
徹

底

廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ

イ
ク
ル
、
ご
み
集
積
所
管
理

事
業
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
事
業
、
３
Ｒ
推

進
事
業
の
実
施
、
指
導
者
研

修
、
啓
発
活
動

②
環
境
美
化

ご
み
ゼ
ロ
運
動

の
日
、
全
市
一
斉
水
辺
等
美

化
活
動

③
河
川
浄
化

天
竜
川
・
毛
賀

沢
川
堤
防
美
化
活
動
、
天
竜

川
環
境
美
化
活
動

④
公
害
防
止

井
戸
水
（
一
般

飲
料
水
）水
質
検
査
の
斡
旋
、

不
法
投
棄
防
止
対
策
活
動

平成28年度 まちづくり委員会会計決算（概要）
収入の部 単位：万円

説 明金額項 目

１戸年間６,０００円1,991会 費

飯田市交付金1,021パワーアップ地域交付金

ほっ湯アップル配分金、財産区交付金ほか987その他補助金等

358前年度繰越金

ビオトープ整備基金1基本繰入金

各種交通警備謝礼、自治会保険各区負担金ほか67雑収入

4,425収入合計

支出の部 単位：万円

説 明金額項 目

役員報酬、駐車場借地料、やらまいか松尾助成金ほか1,732本会費

小学校区有林見学、各種地域行事費ほか136総務部

文書配布業務交付金、産業振興ほか426地域振興部

松尾地区安全大会経費、防犯灯新設工事費ほか254生活安全部

交通安全教室、道路反射鏡清掃作業費ほか154交通安全部

ごみ集積所管理費、天竜川環境美化活動費ほか317環境衛生部

敬老福祉事業補助金、ふれあいサロン補助金他316健康福祉部

各種公民館事業費、育成会事業費ほか806公民館育成部

4,141支出合計

項目ごとに１万円単位に四捨五入しているため、各項目の計は合計と一致しないことがあります。

歳入総額4,425万円－歳出総額4,141＝283万円（次年度繰越金）

【
重
点
事
項
】

①
松
尾
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
重

点
目
標
と
福
祉
健
康
の
基
本

理
念
に
あ
る
、
地
域
に
住
む

全
て
の
住
民
が
、
安
心
し
て

健
や
か
な
生
活
が
で
き
る
環

長野善光
分団長

昨
年
度
の
３
月
15
日
に
、
飯

田
市
よ
り「
飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
受
け
た

松
尾
小
学
校
で
、
５
月
１
日
に

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
が
行

わ
れ
た
。

今
回
は
、
松
尾
小
学
校
の

「
松
尾
の
子
ど
も
は
松
尾
で
育
て

る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、

子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
と
地

域
を
愛
す
る
気
持
ち
の
醸
成
を

目
的
と
し
た
「
平
成
29
年
度
松

尾
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

の
承
認
と
、
平
成
29
年
度
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
計

画
が
示
さ
れ
た
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
は
、
家
庭
科
で
の
ミ
シ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
お
は
な
し
ひ

ろ
ば
、地
域
歴
史
見
学
な
ど
様
々

で
、
無
償
で
学
校
の
教
育
活
動

に
善
意
で
尽
く
し
て
い
る
。

運
営
協
議
会

開
催
さ
れ
る

汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
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汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽
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汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽

第
５
分

第
５
分
団団

山
火
事
の
後
方
支
援
へ

山
火
事
の
後
方
支
援
へ
！！

５
月
５
日
午
後
、
飯
田
市
南

信
濃
和
田
の
戸
倉
山
東
側
尾
根

付
近
で
山
林
火
災
が
発
生
し
た
。

長
野
県
で
唯
一
上
空
か
ら
消

火
で
き
る
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
３
月
に
墜
落
事
故
で
失
わ
れ

た
た
め
、
５
日
は
静
岡
県
の
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
６
日
は
静

岡
、愛
知
両
県
の
ヘ
リ
が
来
応
、

５
都
県
（
東
京
・
埼
玉
・
静
岡
・

愛
知
・
岐
阜
）
の
ヘ
リ
が
出
動
し

消
火
活
動
を
行
っ
た
が
鎮
火
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
７
日
に
は

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
を
県
に
要

請
し
、
４
日
間
燃
え
続
け
た
山

林
火
災
は
、
よ
う
や
く
終
息
状

態
と
な
っ
た
。

地
上
か
ら
は
飯
田
市
消
防
団

が
約
５０
人
出
動
し
、
松
尾
地
区

の
第
５
分
団
１３
人
も
後
方
支
援

に
当
た
っ
た
。

分
団
長
の
長
野
善
光
さ
ん
は
、

「
山
火
事
は
初
め
て
の
経
験
で
と

て
も
緊
張
し
た
。
枝
を
払
い
な

が
ら
山
道
を
登
っ
て
行
く
中
、

き
つ
い
斜
面
の
た
め
団
員
の
体

力
次
第
で
で
き
る
仕
事
が
違
っ

て
く
る
。
ま
た
、
防
災
ヘ
リ
が

２
０
０
㌔
の
水
を
運
ぶ
の
に
対

し
、
自
衛
隊
ヘ
リ
は
６
㌧
。
上

空
か
ら
落
と
さ
れ
る
水
に
当
た

れ
ば
大
怪
我
を
す
る
の
で
、
火

災
現
場
へ
容
易
に
近
づ
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
た
だ
た
だ
見
守

る
だ
け
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。
ま

た
、「
市
内
で
も
最
近
火
災
が
起

き
て
い
る
。
日
々
の
訓
練
で
、

少
し
で
も
地
域
の
役
に
た
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
も
語
っ

た
。

支援活動中の第５分団員

会
実
施
、
各
地
区
健
康
講
座

実
施
、
推
進
員
の
研
修
会
実

施
ほ
か

⑤
そ
の
他

啓
発
活
動
、
学
校

教
育
機
関
等
が
開
催
す
る
交

通
安
全
教
室
へ
の
協
力
、
催

事
等
へ
の
交
通
警
備
の
協
力
、

消
防
機
関
及
び
警
察
機
関
等

へ
の
協
力
ほ
か

天竜川・毛賀沢川堤防美化活動

回 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回
回

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

５
月
２２
日
、
松
尾
公
民
館

ホ
ー
ル
で
功
労
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
松
尾
地
区

の
た
め
に
貢
献
し
た
人
を
対
象

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
今

回
は
前
年
度
で
任
期
を
終
え
た

区
長
、
民
生
委
員
ら
２３
人
が
対

象
と
な
り
、
松
尾
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
小
木
曽
会
長
よ
り
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
た
。

１５
年
間
主
任
児
童
委
員
を

担
っ
て
き
た
清
水
正
則
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
一
住
民
と
し
て

松
尾
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
松
尾
地
区
に

転
入
し
た
教
職
員
と
の
交
流
懇

談
会
が
行
わ
れ
た
。

功
労
者
表
彰
式
が行わ

れ
る
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５
月
２９
日
に
松
尾
地
区
還
暦

の
会
が
、
松
尾
公
民
館
と
還
暦

の
会
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
行
わ
れ
た
。
今

年
度
の
還
暦
の
該

当
者
は
１
５
４
人

で
、
祈
願
祭
の
参

加
者
は
６０
人
、
祈

願
祭
の
後
の
式
典
・

祝
賀
会
は
５３
人
が

参
加
し
た
。

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮

で
の
祈
願
祭
の
後

記
念
写
真
の
撮
影

を
行
い
、
会
場
を

マ
リ
エ
ー
ル
飯
田
に
移
し
て
式

典
と
な
っ
た
。
初
め
に
田
中
利

治
実
行
委
員
長
よ
り
小
木
曽
博

人
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
に
、

記
念
事
業
と
し
て
公
民
館
ホ
ー

ル
用
の
長
机
１２
台
を
目
録
贈
呈

し
た
。
田
中
実
行
委
員
長
は

「
当
初
は
何
人
集
ま
る
か
心
配

だ
っ
た
が
大
勢
の
仲
間
と
式
典

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

嬉
し
い
限
り
で
す
。
ま
た
、
還

暦
と
い
う
年
齢
を
節
目
と
し
て
、

自
分
の
健
康
に
も
う
少
し
気
を

使
っ
て
家
族
の
た
め
、
親
族
の

た
め
、
友
達
や
自
身
の
た
め
に

平
均
年
齢
ま
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
会
う
仲
間
や
、
新
し
い
方
と

友
達
と
な
る
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
大
変
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
ジ
ャ
ズ
サ
ッ

ク
ス
演
奏
者
の
森
田
修
史
さ
ん

と
メ
ン
バ
ー
３
人
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
の
生
演
奏
を
楽
し
み
、
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
と
の
会
話

で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

参
加
者
の
森
本
由
喜
子
さ
ん

は
「
活
動
的
だ
っ
た
親
を
見
て

い
た
の
で
、
自
分
も
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
み
た
い
し
、
楽
し
く
過

ご
し
た
い
」
と
、
還
暦
に
な
っ

て
の
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

最
後
は
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
歌
い
、
会
は
終
了
し
た
。

代
田
区
恒
例
の
歩
こ
う
会
が

好
天
の
中
、
５
月
３
日
に
開
催

さ
れ
た
。

幼
児
か
ら
７０
歳
代
ま
で
の
約

７０
人
が
参
加
し
代
田
公
民
館
を

９
時
に
出
発
。
目
的
地
の
飯
田

動
物
園
ま
で
の
５
㌔
の
道

の
り
を
歩
い
た
。

飯
田
女
子
短
期
大
学
の

坂
を
の
ぼ
り
、
矢
高
公
園

で
ひ
と
休
み
す
る
こ
ろ
に

は
も
う
汗
が
出
る
ほ
ど
。

一
般
道
を
避
け
、
交
通

量
の
少
な
い
コ
ー
ス
を
た

ど
り
、
家
々
の
庭
に
咲
き

誇
る
藤
や
牡
丹
の
甘
い
香

り
を
楽
し
ん
だ
。

松
川
で
は
鯉
の
ぼ
り
が

青
空
に
泳
い
で
お
り
、
遠

く
の
山
々
に
は
新
緑
が
美

し
く
輝
き
、
自
然
に
癒
さ

れ
な
が
ら
歩
い
た
。

美
術
博
物
館
の
休
憩
で
は
、

松
尾
方
面
を
一
望
で
き
る
展
望

台
で
気
持
ち
の
良
い
風
に
吹
か

れ
る
人
、
長
姫
神
社
を
参
拝
し

た
り
、
博
物
館
内
を
見
学
し
た

り
す
る
人
も
み
ら
れ
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
１２
時
に
動

物
園
に
到
着
。
さ
っ
そ
く
四
季

の
広
場
で
、
思
い
思
い
に
お
弁

当
を
広
げ
た
。
小
さ
い
子
供
連

れ
家
族
は
広
場
の
遊
具
や
動
物

園
で
大
は
し
ゃ
ぎ
。
元
気
な
子

供
た
ち
と
は
対
照
的
に
「
も
う

疲
れ
た
ー
」
と
、
木
陰
で
昼
寝

を
す
る
人
も
い
た
。

「
こ
れ
だ
け
の
距
離

を
歩
く
機
会
は
な
か

な
か
な
い
が
、
皆
で

歩
く
と
短
く
感
じ
た
」

「
日
頃
の
運
動
不
足

を
反
省
し
た
」
な
ど

の
声
も
あ
っ
た
。

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

激
し
い
コ
ー
ス
だ
っ

た
が
、
春
真
っ
盛
り

の
景
色
を
眺
め
な
が

ら
清
々
し
い
汗
を
か

き
、
帰
り
は
、
ゴ
ー

ル
の
八
幡
公
園
を
目

指
し
た
。

詠
詠

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

４
月
２２
・
２２

２３
日
に
第

２２

２３

３１
回
飯

田
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
が
開
催
さ

れ
、
２２
日
の
飯
田
市
小
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ス
（
中
央
公
園

−

黒
田
人
形
浄
瑠
璃
伝
承
館−

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園−

中
央
公
園
）
に
は
過
去
最
高
と

な
る
１
、５
５
３
人
が
参
加
し

た
。緑

ヶ
丘
中
学
校
か
ら
は
男
女

卓
球
部
・
柔
道
部
・
陸
上
部
が

顧
問
と
共
に
、
松
尾
小
学
校
か

ら
は
主
に
６
学
年
の
児
童
と
そ

の
保
護
者
が
担
任
と
共
に
歩
い

た
。日

差
し
が
強
く
初
夏
を
思
わ

せ
る
暑
さ
だ
っ
た
が
、
参
加
者

は
音
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
８

㌔
の
道
の
り
を
無
事
完
歩
し
た
。

いざ、出陣いざ、出陣いざ、出陣いざ、出陣いざ、出陣いざ、出陣やまびこマーチやまびこマーチ
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ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

山
岳
コ
ー
ス
松
尾
・
下
久
堅
を
疾
走

５
月
２５
日
、
飯
田
市
松
尾
・

下
久
堅
で
開
か
れ
た
国
内
最
大

級
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

『
第
２０
回
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ

パ
ン
』（
Ｔ
Ｏ
Ｊ
）南
信
州
ス
テ
ー

ジ
は
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
駅
を
ス
タ
ー

ト
し
、
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
松
尾

天
竜
川
堤
防
を
走
り
終
え
、
下

久
堅
地
区
の
周
回
コ
ー
ス
（
１

周
１２
・
２
㌔
×

１２

１０
周
）に
入
る
と
、

レ
ー
ス
開
始
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｊ
コ
ー
ナ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
南
信
州
ス
テ
ー
ジ
名
物
の

ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
や
勾
配
１０
㌫

を
超
え
る
急
傾
斜
に
挑
ん
だ
。
朝

か
ら
降
り
続
い
た
雨
で
路
面
が

滑
り
や
す
く
、
走
行
技
術
が
試

さ
れ
る
展
開
と
な
っ
た
。
水
し

ぶ
き
を
受
け
て
走
る
選
手
を
沿

道
で
カ
ッ
パ
を
着
て
小
旗
を
振

る
園
児
、
傘
を
さ
し
た
松
尾
小
、

緑
中
の
生
徒
な
ど
が
声
援
を
送
っ

た
。
コ
ー
ス
の
最
高
標
高
地
点

「
山
岳
ポ
イ
ン
ト
」
柿
野
沢
地
区

に
は
、
カ
ン
パ
制
で
焼
肉
を
振

る
舞
う
テ
ン
ト
が
立
っ
た
。
遠

山
郷
の
名
物
「
遠
山
の
ジ
ン
ギ

ス
」
や
マ
ト
ン
な
ど
が
用
意
さ

れ
、
観
戦
者
の
行
列
が
で
き
焼

肉
を
頬
張
り
な
が
ら
雨
の
中
の

応
援
を
楽
し
ん
だ
。

レ
ー
ス
は
松
尾
総
合
運
動
場

ゴ
ー
ル
手
前
で
混
戦
を
抜
け
出

し
た
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
の
マ
ル
コ
・

カ
ノ
ラ
選
手
が
制
し
、
優
勝
し

た
。
レ
ー
ス
中
は
ず
っ
と
雨
降

り
で
あ
っ
た
が
、
例
年
の
ご
と

く
大
盛
況
の
中
、
無
事
レ
ー
ス

が
終
了
し
た
。

還暦を祝って乾杯！

や
ま
び
こ
マ
ー
チ
で
婦
人
会
が
お
も
て
な
し

４
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
た
や

ま
び
こ
マ
ー
チ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
松
尾
公
民
館
で
、

婦
人
会
の
会
員
に
よ
る
お
茶
や

漬
物
の
提
供
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
お
も
て
な
し
は
、
毎
年

・

・

・

・

・

の
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
会
員

た
ち
が
梅
漬
け
な
ど
を
持
ち
寄

り
、
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
の
参
加

者
ら
に
提
供
す
る
。

「
暑
い
で
す
ね
、
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
会
員
が
声

を
か
け
る
と
「
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
が
、こ
れ
が
楽
し
み
で
」

「
お
い
し
い
漬
物
で
す
ね
、
疲

れ
が
吹
き
飛
び
ま
す
」
と
参
加

者
た
ち
は
口
々
に
話
し
て
い
た
。

もうひとがんばり！

傘をさしての応傘をさしての応援援

一息ついてくださいね

新
緑
の
な
か
歩
く

代
田
区

※
勾
配
１０
㌫
と
は
水
平
に
１
０
０
㍍

進
ん
で
１０
㍍
上
が
る
ま
た
は
下
が

る
坂
の
こ
と
を
い
う


